





スコットランドでは、1637 年 7 月 23 日より祈禱書に
対する反対運動が公然と行われるようになり、反対派の
結束と祈禱書反対の意思表明の目的で 1638 年 2 月末に
























した。1638 年 11 月開催の教会総会では、国王代理の
ハミルトンが解散を命じるが契約派は続行するなど、王










　各地の市参事会とプレスビテリは 1638 年 7 月下
旬に照準を合わせて、代表をエディンバラに送った。
バーンタイランド市参事会は 7 月 17 日に代表派遣
を （1）、カーコーディプレスビテリは 7 月 19 日に議長
と一牧師を「翌週」にエディンバラに派遣することを
CH2/224/1/238、7 月 25 日にはスターリングプレス








































日にパース市参事会が二名の代表を派遣し Perth and 
Kinross Council Archive, B59/16/2/135-136A、8 月









えを受け」「都市のすべての代表（ye haill commission 
of burrowis）」に参加させるため」三名の代表を選んだ




































　7 月 29 日の同市参事会記録には、20 日のクーパーで
の会合の結果が記されている。まずこの会合を「自由
についての会合（ye meitting wt ye Nobilitie and vyr 














　8 月 13 日のバーンタイランド市参事会記録によれば、
貴族たちは毎日軍事訓練をすること、そのための指揮命
令の役職を決定することを求めており B9/12/7/38、こ














会であった。ここでは 7 月 10 日からカーコーディプレ





































けて前述した 7 月 20 日からのクーパーでの会合で、マ
イケルスンのいう貴族についての話が事実であるか否
か、市参事会からの代表がロシス伯に確かめることにし





































一方 8 月 9 日のプレスビテリは、市参事会の代表による
嘆願書を正式に受け付けた CH2/224/1/240。
　8 月 30 日 付 の カ ー コ ー デ ィ プ レ ス ビ テ リ 記 録
CH2/224/1/241、バーンタイランド市参事会記録
B9/12/7/39、9 月 2 日付のバーンタイランドのキルク・



























































て 9 月 11 日に郊外地域から 1 名、都市部から 1 名決定

















11 日に都市バーンタイランド B9/12/7/40、19 日に都



























ルク・セッションは、9 月 23 日「混乱の時代、罪を抑
え良き秩序のため」として、教会総会代表を選ぶスター
リングプレスビテリへの教区代表の長老として、ソー
ヒーのレルド（ye Laird of Sauchey）を選んだ Stirling 
Council Archives services, CH2/1242/1/29。スター





William Murray of Touchadan） を 選 ん だ Stirling 
Council Archives Services, CH2/722/5/300-303。3
人の牧師はともに 1637 年 10 月 18 日の祈禱書反対請
願に署名している（4）。
　ラナークプレスビテリでは、9 月 25 日に総会への代




3 人を選び、長老としては 3 人の候補を挙げ候補者を退







































えるとともに、契約派は 9 月 16 日の早きに、主教制廃
止を視野に下準備を進めていたことがうかがえる。
　このようにシステムが大転換する 1638 年 9 月の時点
で、主教制体制下で教育を受けた神学生は戸惑いを隠せ






告が、カーコーディプレスビテリに 9 月 27 日に入って
いる CH2/224/1/246。都市カーコーディも同市の助役
の総会代表選出を 10 月 4 日のプレスビテリに伝えてい
る CH2/224/1/246。都市スターリングでは 10 月 8 日に
市参事会とキルク・セッションが合同で会合を持ち、市
長を代表に決定している（6）。都市モントローズは 10 月
10 日 Angus Archive, M1/1/175、バーンタイランド
市参事会は 9 月 22 日助役、ジョージ・ガーディンの派
遣を仮決定していたが B9/12/7/42-43、10 月 10 日正
式決定し 16 日のセッション記録がこれを承認している
CH2/523/1/305。11 月 6 日には、ガーディンの補助出
席者として、もう一人の助役、ロバート・リチャードス
ンもグラスゴーに行くことになった B9/12/7/49。都市
クーロスは 10 月 14 日のキルク・セッション記録にベイ
リの都市代表選出を記している CH2/77/1/59。都市パー































表明したことになるとした Charles I, pp.185-186.
　「国王契約」の情報は、都市が派遣した代表を通じて































プ レ ス ビ テ リ が、10 月 11 日 に「11 月 1 日 に す べ
ての教区で武器の数に注意を払うよう」命じている
CH2/224/1/247。


























し 11 月 3 日の市参事会記録によると、彼自身が市参事

富　田　理　恵


























　9 月 20 日のプレスビテリ記録によれば、ラーマンス
は「あえて危険を冒さない」という理由で出頭しなかっ
た CH2/224/1/244。24 日のプレスビテリは 4 名の牧
師を指名してマーキンチで聖餐式を行うように手配し、
かつ再びラーマンスを召喚した CH2/224/1/245。10





























































た Letters, Vol.1, pp.148,151-152. メスヴェン教区の
牧師ロバート・マリは、教会記録を精査する委員会のメ











た。カーコーディプレスビテリは 1638 年 12 月 27 日
に CH2/224/1/249、パースプレスビテリは 12 月 28
日に範囲内の教会が「一月最初の日曜日に、総会の祝
福とよき成功に、厳粛な感謝をささげること」を命じ
た CH2/299/1/375-376。12 月 30 日にはスターリン
グプレスビテリ内のクラックマナン教区教会が教会総
会の法を告知した Stirling Council Archives Services, 
CH2/1242/1/30。1639 年の 1 月 3 日スターリングプ
レスビテリは、同じく総会の内容が告知されるべきで























　1639 年 1 月 3 日、カーコーディプレスビテリは、契
約に賛同しないバーンタイランド教区のジョン・マイケ
ルスンとマーキンチ教区のアンドルー・ラーマンスを呼
び出すことにした CH2/224/1/250。1 月 15 日、バー
ンタイランド市参事会はマイケルスンに高位聖職者が破
門されたこと、契約を署名しなければ牧師職から解任さ








　1 月 21 日のバーンタイランド市参事会記録は重要で





































































































　解任宣告から 2 週間後の 2 月 7 日、委員会は 24 日の
宣告を踏襲する形で、ラーマンスとマイケルスンの解任




に渡すよう命じた B9/12/7/57。2 月 9 日のバーンタイ
ランドキルク・セッション記録は、解任の経過と事実を
記し解任状を掲載した。最後に「マイケルスンは 1616


























にさせることを望まれており、その要望が 1639 年 2 月
4 日の市参事会記録に残されている B9/12/7/56。
スターリングプレスビテリの国民契約挿入




リ記録に挿入する」Stirling Council Archive Service, 
CH2/722/5/314-315 と。実際そのあとに国民契約と





も 3 月 15 日の記事の「同日同僚の牧師たちは契約が
このプレスビテリの範囲でどの教区も 15 日後の 4 月



















するキングホーン教区である。当該牧師は 1639 年 2 月
のプレスビテリを欠席していた。おそらく病気か老齢の
ためであろう CH2/224/1/259。






ている CH2/224/1/261。3 月 28 日には、都市キング
ホーンの代表者は、同意を与えたクーパープレスビテリ
の手紙を提出した CH2/224/1/261。金銭的な条件も整































族にあてた 1 月 26 日付の手紙を見た。そこにはスコット









セッション記録は、一冊目の通常の記事が 1632 年 1 月
22日で終わっている。その後空白があって、日付のない『イ
ングランドのすべての良きキリスト教徒への知らせ』の
最初の約 6 分の 1 の部分の筆写が突如現れるも、それで
一冊目は終わる CH2/472/1。1639 年 2 月時点での牧師
はアレグザンダ・スクリメジャであった（12）。2 冊目のセッ






　さて、39 年 2 月頃から流血のない小競り合いがスコッ

















国境から北進するという算段であった。4 月 1 日にイ
ングランド貴族をヨークに集合させて王は進軍を始め
た。5 月 1 日ハミルトン率いる艦隊がフォース湾に現






た Revolution, pp.143。一方チャールズは、1639 年 5






はイングランド軍の士気を喪失させた。6 月 5 日レズリ
は国境近くのダンズローに進軍した。そして和平交渉を
申し出た。王はこれを受け入れ、ベリックの和平条約は







派遣し続けてきた。パース市参事会は 2 月 16 日に Perth 
and Kinross Council Archive, B59/16/2/142A、 バ ー
ンタイランド市参事会は 2 月 16 日に B9/12/7/57-58 そ
れぞれエディンバラ派遣を決定した。一方教会関係では、
スターリングプレスビテリが 2 月 28 日に牧師のエディ
ンバラ派遣を決定し Stirling Council Archive Service, 
















と名付けられ、2 月 3 日にパース市参事会も代表派遣を
決定している。やはりそれは、2 月 5 日ダンディーで開
催される予定の「貴族、ジェントリ、残りの都市」の会
合で、議題は戦争委員会についてと「手元にある一般的
な問題について」であった Perth and Kinross Council 
Archive, B59/16/2/142A。
　都市パースに来た同じ指令が、おそらくテーブルズか
らバーンタイランドに届いていた。2 月 14 日の参事会












たってきた手紙は、4 月 13 日にクーパーで「州のすべ
てのジェントルマンの公の集会」が集まる必要をいい、




























B9/12/7/57-58。3 月 7 日には兵役訓練の責任者（Dreill 
master）の就任を決め B9/12/7/58-59。貴族と州代表、














契約派軍への出兵が市参事会の責務となった。4 月 9 日
市参事会は会計係が弾丸用の 2 ストーンの鉛を入手する








　4 月 30 日 に は「 国 境 に 行 く 」 志 願 兵 を 募 り
B9/12/7/63-64、5 月 7 日の記録には、28 名の志願兵
の名が列挙されている。うち、職業などが記載されて
いるのは、船乗り 2 名、パン屋 1 名、召使 4 名である
B9/12/7/64。この志願兵たちに市は弾薬を与えて送り






























する状況の 4 月 8 日、「敵が突然私たちに近づいてくる
かもしれないから」一週間後聖餐式をやると決定した
Stirling Council Archive Service,  CH2/1026/3/321。





る予定で、1 回 2 名ずつの牧師が参加する計画であった
Stirling Council Archive Service, CH2/722/5/322-323。
パースと戦争
　都市パースは東北部の小競り合いの時点から、第一次




伯を助けるため」Perth and Kinross Council Archive, 
B59/16/2/142 であった。3 月 17 日市参事会はアバ
ディーンに 100 名派兵することに賛成した。市の公費
で火薬費用を支出しそのため税査定を行うことになった
Perth and Kinross Council Archive, B59/16/2/142。
3 月 31 日に、おそらく国王軍との対峙を想定して軍事
訓練の開始を決定し、5 月 7 日にジョージ・ブラウンを
長とする軍を公費で送り出した。参事会記録はその大義
を「この王国の宗教と平和、自由のため」と表現した
Perth and Kinross Council Archive,  B59/16/2/143
議会と自治都市総会の開催と反契約の署名
 　4 月末議会開催の話が持ち上がっていた。スターリ
ング市参事会は、4 月 29 日に、5 月 15 日議会開催の
ため市長を都市代表に決定し Stirling Extract, pp.182、




ムレンでの自治都市総会は、7 月 2 日開催予定というこ
とで、パース市参事会は 5 月 7 日に Perth and Kinross 
Council Archive, B59/16/2/143、バーンタイランド市
参事会は 5 月 28 日に代表を選んでいる B9/12/7/65。

































　教会総会の準備が始まる 1638 年 7 月からベリックの
和までの 1 年間までを観察すると、契約派の迅速で組織
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